
（左）建物は年内に完成予
定。奈良県全域の医療を
支える施設として、その
姿が形になりつつある。
（右）全国でも例の少ない
全室南向きの病室。自然
光と眺望を重視して設計
されている。

普段なかなか目
にすることのな
い建設現場を、
興味津々の様子
で見学する小学
生たち。

2017年8月に開
かれた「けんせ
つ小町活躍現場
見学会」には、
40名近い人が
参加した。

（左）トイレは壁をピンクにして男性用との区別を明確に。
女性だけが知る暗証番号で鍵の開け閉めを行う。
（右）女性専用の更衣室兼休憩室には姿見鏡も設置され
ている。着替えはもちろん、荷物置き場としても安心。

2018年春の開院を
目指し、着々と工事
が進行中。写真は正
面玄関側。

完成予想図（病棟
側）。緑豊かな立地
を活かした、心地
よい療養環境。

建設現場の仕事を事務所でサポート。
「建設のプロとして働く姿は皆さんカッコいい！」と語る。

配管のサイズや溶接の仕上がりをミリ単位でチェック。
女性ならではのきめ細かさに定評あり。

所 在 地：奈良県奈良市七条西町2丁目地内
構 造：鉄骨造及び

鉄筋鉄骨コンクリート造（免震構造）
階 数：地下１階、地上７階
高 さ： 24.95m
敷地面積：約79,800㎡
建築面積：約14,000㎡
延床面積：約67,000㎡
病 床 数： 540床
施 工 者：奥村・村本・山上特定建設工事共同

企業体

【建物概要】

現在、奈良市平松にある奈良県総合医療センター
は、2018年春のオープンを目指し、新病院を建設中。
病室は全室、南側に配置され、待合や玄関ホール、
治療室にも自然光が差し込む設計になっている。完
成すれば、救急医療、ガン医療、周産期医療の充実
とともに、医療従事者の教育・研修の場としての機能
も果たすこととなる。

生まれ変わる
「新奈良県総合医療センター」時

は
明
治
。
幕
末
の
戦
火
と
東

京
遷
都
で
、
京
都
の
人
口
は
激
減
。

か
つ
て
都
と
し
て
栄
え
た
街
は
、

衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、１
８
８
１
年（
明
治

14
年
）に
第
３
代
京
都
府
知
事
に

就
任
し
た
の
が
、
北
垣
国
道
で
あ

る
。
北
垣
は
京
都
の
復
興
と
近
代

化
を
大
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
琵
琶
湖

疏
水
の
建
設
を
決
意
す
る
。

一
方
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
工
部

大
学
校（
現
・
東
京
大
学
工
学
部
）

で
土
木
を
学
ん
で
い
た
の
が
、
田
邉

朔
郎
だ
。
田
邉
は「
琵
琶
湖
疏
水

工
事
の
計
画
」を
卒
業
論
文
に
選
ぶ

と
、
現
地
に
測
量
に
出
向
き
、
精

緻
な
製
図
を
描
い
て
、１
８
８
３
年

（
明
治
16
年
）に
論
文
を
書
き
上

げ
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
工
部
大
学
校

校
長
・
大
鳥
圭
介
の
仲
介
に
よ
り
、

北
垣
と
田
邉
は
引
き
合
わ
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
後
に
苦
楽
を
共
に

し
、
未
曾
有
の
大
工
事
を
成
し
遂

げ
る
二
人
が
、
運
命
の
出
会
い
を

果
た
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

北
垣
は
工
事
責
任
者
と
し
て
、

田
邉
を
迎
え
入
れ
た
。
大
学
を
出

た
て
の
21
歳
の
青
年
に
、
こ
れ
ほ
ど

の
大
役
を
任
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、

並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
１
８
８
５
年

（
明
治
18
年
）、
琵
琶
湖
疏
水
の

工
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

し
か
し
、
工
事
は
決
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

方
々
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
る
反
発
の

声
に
、
北
垣
は
誠
心
誠
意
対
応
し
、

説
得
に
努
め
た
。
田
邉
も
ま
た
、

前
例
の
な
い
大
規
模
工
事
を
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
現

場
で
自
ら
技
術
者
の
養
成
も
行
っ

た
。
北
垣
の
熱
意
と
田
邉
の
頭
脳
。

こ
の
２
つ
が
出
合
わ
な
け
れ
ば
、
今

の
琵
琶
湖
疏
水
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

１
８
９
０
年（
明
治
23
年
）３

月
、
つ
い
に
琵
琶
湖
疏
水（
第
一
疏

水
）が
竣
工
。
そ
の
年
の
11
月
、
田

邉
は
北
垣
の
娘
・
静
子
と
結
婚
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
人
は
名
実

共
に
親
子
と
な
っ
た
。

運
命
的
な
出
会
い
に
よ
っ
て
実
現
し
た

京
都
を
甦
ら
せ
る
未
曾
有
の
大
工
事

偉人たちの歴史街道

琵
琶
湖
か
ら
京
都
へ
水
を
引
く

―
―
そ
れ
は
数
百
年
前
か
ら
、

京
都
の
人
々
が
抱
き
続
け
て
き
た
願
い
だ
っ
た
。

技
術・資
金
な
ど
多
く
の
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
、

そ
の
壮
大
な
夢
を
つい
に
実
現
し
た
の
が
、

北
垣
国
道
と
田
邉
朔
郎
と
い
う
二
人
の
人
物
だ
。

「
京
都
の
未
来
の
た
め
に
、
何
が
何
で
も

こ
の
計
画
を
成
し
遂
げ
て
み
せ
る
！
」

熱
き
想
い
で
志
を
共
に
し
た
、

二
人
の
出
会
い
と
偉
業
を
振
り
返
る
。

二
人
の
偉
業

運
命
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、

京
都
に〝
命
の
水
〟を
も
た
ら
し
た

維新の志士としても活躍した、
官僚・政治家。第３代京都府知
事として11年間在任。地域開
発や教育にも尽力した。

土木工学者。東大や京大の教
授を務めたほか、数々の土木建
設事業に携わり、晩年は関門海
底トンネルの踏測にも従事。

田
た

邉
なべ

朔
さく

郎
ろう

（1861〜1944年） （1836〜1916年）
北
きた

垣
がき

国
くに

道
みち

※取材協力・資料提供：京都市上下水道局

12 11

働
き
や
す
い
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

男
性
中
心
の
建
設
現
場
で
女
性
が
働
く
こ
と
に
は
、
も
ち
ろ

ん
苦
労
も
あ
る
。『
な
ら
ら
小
町
』で
は
、
懇
親
会
で
チ
ー
ム
の

結
束
を
高
め
る
と
と
も
に
、
現
場
で
働
く
女
性
の
作
業
員
か
ら

も
意
見
を
聞
い
て
悩
み
や
問
題
点
の
解
決
に
努
め
て
い
る
。「
ト

イ
レ
に
行
き
に
く
い
」と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
司
に

掛
け
合
っ
て
男
性
用
と
入
口
を
別
に
し
た
女
性
用
ト
イ
レ
を
つ

く
っ
た
り
、
女
性
専
用
の
更
衣
室
兼
休
憩
室
も
設
置
し
た
。
施

工
図
の
修
正
に
携
わ
る
亀
山
佑
美
さ
ん
、
岩
井
涼
子
さ
ん
は
、

「
こ
の
現
場
は
女
性
が
多
く
結
束
力
が
強
い
の
で
、
安
心
し
て

の
び
の
び
と
仕
事
が
で
き
る
」と
明
る
い
表
情
を
見
せ
る
。 

家

庭
を
持
つ
女
性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
の
よ
う
だ
。「
子

供
の
学
校
行
事
の
日
な
ど
も
休
み
易
い
の
で
助
か
り
ま
す
」と

は
、
事
務
の
味
若
朋
さ
ん
。
工
事
書
類
を
作
成
す
る
根
本
し
の

ぶ
さ
ん
は
、「
９
〜
１５
時
の
時
短
勤
務
で
働
い
て
い
ま
す
。
恵
ま

れ
た
環
境
で
仕
事
が
楽
し
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

「
私
た
ち
の
活
動
を
通
し
て
建
設
業
界
に
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」と
、『
な
ら
ら
小
町
』

は
地
域
の
お
祭
り
で
建
設
現
場

の
仕
事
が
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス

を
出
展
し
た
り
、
女
性
が
働
く

姿
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
現
場

見
学
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
そ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
下

に
あ
る
笑
顔
に
は
、
仕
事
の
楽

し
さ
が
あ
ふ
れ
出
て
い
た
。



近代京都の基盤をつくった画期的な工事の数々
偉人たちの歴史街道

田邉朔郎像

交通網の発達により1951年（昭和26年）に姿を消
した琵琶湖疏水の舟運（通船）が、64年ぶりに復活。
疏水を船で巡ることのできる観光ツアーが、2015年
（平成27年）から試行事業としてスタートしている。
事業の本格化は2018年（平成30年）春を予定。

琵琶湖疏水の建設にかかった費用は約125万円。こ
れは、当時の京都府の年間予算の約２倍の金額に相
当する。また、工事には延べ400万人が動員された。
京都市民からは建設費用負担のための増税に対して

反発の声があがったが、北垣は一人ひとり自宅に招い
て懇切丁寧に説明。市民の負担をできる限り減らすた
め、資金繰りにも奔走した。
また、人員については当時一般的だった外国人技術者の援助を受け

ず、日本で初めてすべての工事を日本人だけで敢行。田邉が夜に技術
指導を行い、昼に実践するという大変な努力が重ねられた。
幾多の困難にも揺らぐことなく二人がこの工事を完遂したのは、「琵

琶湖疏水の建設は京
都の近代化の起爆剤
になる」という信念が
あったから。北垣は
「100年先の京都のた
めを想ってつくった」と
いう意味を込め、「楽
百年之夢」という言葉
を遺している。

全長2.4km。当時日本最長のトンネル工事は、山の両側から掘
るだけでなく、途中で上から垂直に穴を掘り、そこからさらに両側
に掘り進める「竪坑(たてこう)方式」を日本で初めて採用し、工期
短縮を図った。第
一疏水の工期と経
費のほとんどを費や
したこのトンネルの
開通で、誰もが琵
琶湖疏水工事の成
功を確信した。

1912年（明治45年）３月には、第一疏水の北側にほぼ平行して
第二疏水が建設される。その目的の１つが、上水道の水源確保。
それまで地下水に頼っていた市民の飲料水が、質・量ともに問題と
なってきたためだ。第
二疏水とともに完成し
た蹴上浄水場では、
日本で初めて急速ろ過
法が採用され、市内
各戸に給水を開始。こ
うして現在まで、京都
市民は琵琶湖疏水に
よって“命の水”を得
ている。

琵琶湖疏水は電気事業にも利用された。アメリカ視察で水力
発電所を訪れた際、その運用方法にヒントを得た田邉は、日本初
の事業用水力発電所の建設に踏み切る。そして1891年（明治24

年）、蹴上発電所が完成。
琵琶湖疏水の水で発電し
た電気は、インクラインの
動力に利用されたほか、京
都の家々に明かりを灯し、
1895年（明治28年）には日
本初の電気鉄道を走らせる
など、近代京都の発展の
一大推進力となった。

国家的レベルの大規模工事。
そこに懸けた
偉人たちの想いとは

蹴
け

上
あげ

浄水場蹴
け

上
あげ

発電所 第一トンネル

TOPICS

南禅寺
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850m 520m 2436m124m
第一トンネル第二トンネル第三トンネル

（縦断図）
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地下鉄東西線

当時は鋤(すき)や
ツルハシを使っての

手掘り作業。滑落者が出たり、大量のわ
き水にも悩まされ、深さ47mの竪坑工
事はかなり難航した。第一疏水工事では
合計17名の犠牲者が出て、後に田邉は
私費で殉職者弔魂碑を建てている。

京都市は、水源となる琵琶湖のある滋賀県に、
1914年（大正３年）から水利使用料、いわゆる

「お水代」を払い続けている。現在は琵琶湖疏水感謝金として、年間
２億３０００万円（市民１人あたり156.5円）を支払っている。

日本では関東50Hz・関西
60Hzと、電気の周波数が異

なる。これは、明治時代に東日本はドイツ製、西
日本はアメリカ製の発電機を導入したことによるも
の。蹴上発電所にもアメリカ製の発電機が導入さ
れ、現在は琵琶湖疏水記念館に展示されている。

こ ぼ れ 話

こ ぼ れ 話

こ ぼ れ 話

北垣国道と田邉朔郎の尽力によって完成した琵琶湖疏水は、舟運・発電・防火・灌漑・飲料水・庭園用水として活用され、
京都の街と人々に多くの潤いと活力をもたらした。京都の近代化を実現すべく、果敢にチャレンジした二人の功績を辿ってみよう。

琵琶湖疏水（第一疏水）の全長：約20ｋｍ

蹴
け

上
あげ

インクライン

当時のインクラインには、
イギリス・バーロウ社製の

レールが使われた。復元されたインクラインに
は、「BARROW」の文字と製造年代の刻印が
確認できるレールも残っている。

こ ぼ れ 話

インクラインは1948年（昭和23
年）で廃止となるが、その後、
レール・三十石船・台車などが産
業遺産として復元されている。

36mと高低差の大きい場所で、船
を通行させるためにつくられたのがイ
ンクライン。トンネル工事で出た土砂
で傾斜をつくってレールを敷き、台車
に船を乗せてモーターで上げ下ろし
するシステムだ。これにより琵琶湖疏
水は運河としての利用が可能になり、
大津・大阪との物資や人の輸送に大
きく貢献した。

今も遺構として残る竪坑

琵琶湖疏水竣工100周年を
記念して、1989年（平成元年）に
開館した施設。貴重な史料・展
示物から、琵琶湖疏水の歴史
と役割、先人たちの果たした偉
業を知ることができる。

琵琶湖疏水記念館

第一疏水と同時期に、水車
動力・灌漑・防火を主目的に建
設された疏水分線は、沿線に
社寺が多く点在するため、景観
に配慮してつくられた。なかでも
南禅寺の境内を横切る水路閣
には、近代化の象徴としてヨー
ロッパのデザインを採用。当時
は境内にそぐわないという意見
もあったが、今では歴史的風土
に溶け込み、風情ある景観とし
て親しまれている。

京都の川の多くは北から南に流れているのに対し、
疏水分線は南から北に流れている。しかし、これは

決して機械で水を流しているわけではない。傾斜をつけた設計により、自
然な水の流れを生み出している。

こ ぼ れ 話

レンガづくり、16連アーチの水道橋「水
路閣」。橋の上を琵琶湖疏水が流れる。

南禅寺水路閣
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